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《研究ノート》

広島県における古墳出土玉類とその組成

岸 本 晴 菜　　　

	 　１　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　中期古墳出土の玉類

	 　２　古墳時代における玉類副葬傾向　　　　　　　　　５　後期古墳出土の玉類

	 　３　前期古墳出土の玉類　　　　　　　　　　　　　　６　おわりに　　　　　

	 【要約】

	�　広島県で出土した玉類は膨大な数量があるにも関わらず，その具体的な検討は長年行われるこ

とはなく，広島県における古墳時代の玉類の様相はこれまで不明瞭な状況であった。本稿では，

広島県内で出土した古墳時代前期から後期にかけての玉類を整理し，その時期別の出土傾向を提

示した。

１　はじめに

　玉類は，古来より主に装身具として用いられてきたものである。その初現は旧石器時代まで遡

ることができ，古墳時代には生産と副葬ともに隆盛を迎える。玉類は威信財や交易品として，当

時の王権からも重要視され，各地に流通のネットワークが広がっていた。こうしたことから，玉

類の研究は生産論・流通論など様々な視点から成され，当時の社会像を浮かび上がらせるための

一端を担ってきた。

　このような研究の流れがあるにも関わらず，現在までに広島県出土の玉類を扱った総括的な研

究は行われてこなかったに等しい。こうした状況のなか，平成 26 年度から平成 30 年度にかけて，

古代歴史文化にゆかりの深い 14 県で構成される古代歴史文化協議会では，「古墳時代の玉類」を

共同研究テーマとして，調査研究が進められた。広島県も参加するこの共同研究の一環で作成さ

れた広島県の古墳時代の玉類集成表は，それまで漠然としていた広島県内の古墳や集落遺跡から

出土した玉類の数量や副葬状況などの様相を明らかにするための嚆矢となったと言える。

　本稿では，この集成表をもとに改めて広島県内における古墳時代の玉類出土状況を時期別に整

理し，出土傾向や玉類からみた地域差などを示す（１）。

２　古墳時代における玉類副葬傾向

　広島県の玉類の出土傾向を述べる前に，ここではまず全国的な玉類の副葬傾向について，玉生

産の観点も含めながら述べておきたい。

古墳時代前期　前期の古墳に副葬される玉類は，ガラス玉が代表的なものとして挙げられる。ガ
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ラス玉は弥生時代以降，普遍的に存在する玉で，最も多く出土している小玉のほか，勾玉や管玉

などの器種がある。弥生時代にはガラスの生産技術は国内には存在しなかったため，この頃の墳

墓などから出土するガラス玉は，中国や朝鮮半島などで生産された製品，あるいは日本列島外か

ら入ってきたガラス素材を国内で加工したものと考えられる（２）。弥生時代後期前半には，南イン

ドや東南アジアが主な生産地と考えられる「インド・パシフィックビーズ」と呼ばれるガラス玉

が日本に入ってくるようになり，時期によって色や法量の変化はあるものの，その後の古墳時代

を通して流入する。

　また，前期古墳にはヒスイ製勾玉が副葬される事例も多い。ヒスイ製の玉類は，縄文時代から

弥生時代にかけて最も生産され，副葬された玉類である。ヒスイ製玉類の主な生産地としては北

陸地方や九州地方北部が挙げられるが，古墳時代前期に入ると生産量も減少し，やがて製作され

なくなる。地方では，古墳時代後期の古墳においてヒスイ製勾玉が出土する事例があるが，これ

らは伝世品の可能性が高い。

　このほか，緑色凝灰岩製管玉，碧玉製勾玉・管玉，事例としては少数ではあるが瑪瑙製勾玉や

水晶製算盤玉も副葬される。緑色凝灰岩製管玉と碧玉製管玉（３）は弥生時代前期から生産が確認さ

れる種類であり，碧玉製管玉については，古墳時代後期まで生産・副葬が続く玉類である。

古墳時代中期　中期古墳においては，ガラス玉，緑色凝灰岩製管玉，碧玉製勾玉・管玉，瑪瑙製

勾玉が前期から引き続き副葬される。ただし，弥生時代前期から古墳時代中期前半にかけて生産・

副葬されていた緑色凝灰岩製管玉は次第に生産されなくなり副葬数が減少する。それと代わるよ

うにして，より硬質な石材である碧玉を使用した勾玉・管玉の生産が増え，それに伴って副葬事

例も増加する傾向にある。

　一方で，この時期の新たな玉類のひとつに，滑石製の玉類がある。滑石（４）は軟らかく加工が容

易な石材であり，勾玉をはじめとして管玉や臼玉など，様々な器種に加工された。基本的に単数

での副葬よりも数十から数百，場合によっては数千点がまとまって副葬される事例が多いように

見受けられる。滑石製玉類は，古墳への副葬よりも祭祀遺跡や集落遺跡から頻繁に出土すること

から，用途が他の玉類と異なっていたことが推測される（５）。生産自体は古墳時代前期後半から確

認でき，中期に入ると爆発的に生産量が増加するが，後期になると生産・副葬ともにほとんど見

られなくなる。一時期のみ確認できる玉類であるとともに，多様な場面で使用されたことが想定

できる，少々特異な様相を持つ種類の玉である。

　ガラス玉は依然として大陸からの輸入が続くなか，この時期になるとそれまで基調とされてき

た青色のガラス玉に加え，中東・地中海沿岸など西アジアで生産されたと考えられ，２色以上の

ガラスを使った縞模様が特徴の「雁木玉」が日本に入ってくる（６）。赤色や黄色，黄緑色など多色

で構成されたガラス玉が加わり，副葬される玉類に彩りが増す時期である。

　さらに，朝鮮半島からは金属製の玉類がもたらされ，輝きが加わる時期でもあった。中期の金

属製玉類は銀製の空玉や梔子玉が中心であり，垂飾付耳飾りなどの渡来系遺物とともに副葬され

る事例が見られる。

古墳時代後期　古墳時代後期は，玉類の素材・器種ともに最も多様性がある時期と言えよう。素

材では，土や木を使用した玉類が，器種については切子玉など新たな形のものが作られ，副葬さ

れるようになる。
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　当該期の玉類の組合せは，ガラス玉をはじめとして碧玉製勾玉・管玉，瑪瑙製勾玉，水晶製勾玉・

切子玉・丸玉といった玉類が代表的である。水晶製切子玉と中期から存在する瑪瑙製勾玉の組合

せは，後期古墳に副葬される玉類の象徴と言っても過言ではないほど，頻繁に見られる組合せで

ある。加えて，土製玉類や埋木製玉類も新たに副葬されるようになり，後期の特徴となっている。

　この頃の石製玉類の生産に関して述べると，日本海側を中心に関東や近畿など各地で見られた

玉作遺跡が姿を消し，国内における玉生産は島根県の松江市周辺に集約される（７）。後期古墳出土

の石製玉類は，伝世品を除き大半が出雲で生産され，流通したものと考えてよいだろう。

　また，近畿などの一部の地域では金属製玉類の副葬事例が中期に比べて増加する。奈良県をは

じめとする当時の畿内中枢では，次第に石製玉類の副葬が見られなくなり，金属製玉類を中心と

した組合せに変化する（８）。

　以上が古墳時代における玉類副葬傾向の大まかな流れである。

３　前期古墳出土の玉類

　さて，ここからは広島県内の玉類出土傾向について時期ごとに見ていきたい。

前期古墳から出土する玉類を概観すると，ガラス小玉と緑色凝灰岩製もしくは碧玉製の管玉の組

合せで副葬される事例がほとんどであることがわかる（第１表）。

　勾玉についてはヒスイ製，碧玉製，水晶製，琥珀製，蛇紋岩製のものが少数であるが出土している。

これに関して，前期において主に勾玉が副葬される古墳は，各地域の首長墓と考えられる墳丘規

模がおおむね 20 ｍ以上の古墳であり，そこに階層性が見出せるとの指摘がされている（９）。勾玉

のなかでも，前期古墳に副葬される事例が多いヒスイ製勾玉に着目すると，広島県の前期古墳で

は７基で出土例が確認でき，そのうち４基が比較的大型の前方後円墳である。これらの古墳では，

副葬品として銅鏡や鉄刀・鉄剣などを伴う事例が多いことが特徴的である。

　とりわけ，広島市の神宮山第１号古墳では，広島県内の前期古墳のなかでも，豊富な玉類が出

土しているうえに，瑪瑙製管玉が出土している点は注目すべきであろう（10）。日本国内では当該時

期に瑪瑙製管玉は生産されていないことから鑑みると，この瑪瑙製管玉は舶載品であることが推

測される。玉類をはじめとする副葬品を見ても，この古墳に葬られた人物が広域な交流関係を有

していたことが推定できる。

　それ以外の古墳にも目を向けると，福山市に所在する石鎚山第１号古墳では，第１主体部から

緑色が鮮やかで良質なヒスイで作られた勾玉が３点出土した（11）。このうち１点は，勾玉特有の半

円状の形とは少し異なり，リング状に近い形を呈する，いわゆる異形勾玉と呼ばれる種類の勾玉

である。このほか，広島県内では出土例の少ない琥珀製勾玉が出土しており，玉類の組合せを見

ても特異な印象を受ける。

　安芸南部に位置する東広島市では，才が迫第１号古墳と入野中山遺跡第２号古墳でヒスイ製勾

玉が出土している（12）。いずれも 10 ｍ前後の方墳であり，大型の古墳とは言えない。しかし，才

が迫第１号墳については，埋葬施設として石槨２基をもつほか，畿内系の土師器をはじめとする

豊富な遺物が出土していることから首長墓と考えられる。

　広島県の前期古墳出土の玉類は，ガラス小玉と緑色凝灰岩製もしくは碧玉製勾玉の組合せが基
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本であるなかで，首長墓と考えられる古墳には勾玉，特にヒスイ製勾玉が副葬されるという傾向

が見出せる。こうしたヒスイ製勾玉が副葬される古墳は，局所的に集中するといったような地域

的偏在は見られず，各地域に分布している。

４　中期古墳出土の玉類

　続いて，広島県内の中期古墳から出土した玉類の様相を見てみよう（第２表）。前期と比較して

玉類が出土する古墳が増加していることは一目瞭然であるが，前期では西部の太田川流域と東部

の芦田川流域に分布の偏りが見られたものの，中期に入るとそれ以外の地域にも分布が広がるこ

とがわかる。

　広島県の中期古墳から出土する玉類の組合せを見ると，ガラス玉と碧玉製勾玉・管玉は前期か

らの副葬傾向を踏襲している。ガラス玉については，１古墳あたりの副葬数が増加していること

が読み取れる。特に広島市の弘住第２号古墳では，1,000 点を超えるガラス玉が出土しており，色

彩豊かなインド・パシフィックビーズも多数含まれている（13）。

　さらに，ガラス玉の出土例として挙げたいのは，三次市の三玉大塚古墳である。全長 41 ｍを測

る帆立貝形古墳であり，短甲や鉄刀，鉾など豊富な武器・武具類をはじめとして豊富な副葬品を

有する（14）。玉類では，滑石製勾玉１点・臼玉 357 点といった中期特有の物とともにガラス製小玉

270 点・勾玉３点が出土しているが，うち勾玉２点は勾玉の尾の部分を渦巻状に巻いた形状をして

おり，国内でも類例の少ない玉類である。

　碧玉製玉類に着目すると，前期と比較しても築造される古墳数及び玉類が副葬される古墳が増

加しているにも関わらず，広島市・三原市・福山市などの県南部に偏在する傾向が窺える。広島

市や福山市では，それぞれ太田川流域と芦田川流域に碧玉製玉類が偏在するようである。生産地

から瀬戸内海を通じて広島県沿岸部の地域を中心に流通したルートが想定される。

　そして，この時期に唐突に副葬事例が増加するのが滑石製玉類である。先述したとおり，中期

特有とも言うべき種類の玉類が，広島県においても副葬され始める。器種は，臼玉をはじめとし

て勾玉，棗玉のほか，福山市の表山第２号古墳からは前期から後期まで通じて県内唯一の出土例

である算盤玉が確認されている。広島市の大久保古墳では呪術的要素が強い子持勾玉が出土した

（15）。子持勾玉は一般的に祭祀遺跡や集落遺跡で出土する事例が多く，古墳から出土する事例は全

国的にも珍しい。

　ここで，滑石製玉類のうち出土例の多数を占める勾玉と臼玉に注目すると，広島市と福山市，

三次市に偏在していることがわかる。特に福山市と三次市の古墳から多く出土していることから，

県内において滑石製玉類は県東部の備後地域に副葬される傾向があると言える。さらに述べるな

らば，備後地域において滑石製臼玉が副葬され，かつ武器・武具類が共伴遺物で出土している古

墳には，数百から数千という単位で臼玉が副葬されていることがわかる。滑石製玉類は，こうし

た軍事的な副葬品と関連性がある可能性も否定できない。

　また，中期では唯一の金属製玉類が広島市で確認できる。直径 13 ｍの円墳である空長第１号古

墳からは，刀装具と考えられる金銅製三輪玉が出土している（16）。大型の鉄剣や蛇行剣，鎹が共伴

しており，三輪玉も含めて県内においては稀有な副葬品が見つかっている。
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　東広島市には，広島県内で最大級の古墳である三ッ城古墳が築造される。この古墳に副葬され

た玉類を見てみると第１主体部からは，変質流紋岩製勾玉１点・管玉２点，蛇紋岩製管玉 15 点が，

第２主体部からは，瑪瑙製勾玉１点，琥珀製丸玉２点・棗玉１点が出土し，第３主体部からは琥

珀製勾玉１点・丸玉２点・棗玉１点が出土した（17）。中期の基本的な組合せであるガラス玉と碧玉

製管玉は一切副葬されず，蛇紋岩製玉類や琥珀製玉類を中心に構成された，特異な組合せである。

　以上のように中期古墳では，前期と同様にガラス玉と碧玉製管玉の組合せが基本となる。この

基本の組合せと併せて瑪瑙製勾玉や滑石製勾玉・臼玉が加わるといったように，副葬される玉類

が多様化しつつあるなかで，一部の石材・器種の玉類の副葬に地域的偏在が見られる時期である

と言えよう。しかし，豊富な副葬品を有し，首長墓と考えられる古墳であっても，ある特定の玉

類を必ず副葬するといった明確な傾向は見出せず，それぞれが選択性をもっていたようにも見受

けられる。

５　後期古墳出土の玉類

　最後に，後期古墳の玉類出土傾向を見てみよう。後期は，古墳時代を通して玉類が副葬される

古墳数が最も多い時期である。これらの古墳から出土した当該期の玉類の組合せを概観してみる

と，ガラス玉，碧玉製勾玉・管玉，瑪瑙製勾玉，水晶製切子玉・丸玉，土製小玉・丸玉で構成さ

れていることが第３表から読み取れる。

　それ以外にも県西部では，後期古墳にヒスイ製玉類を副葬する事例がある。広島市の新宮古墳

では，ガラス製玉類や水晶製玉類に伴って丁字頭のヒスイ製勾玉が副葬されていた（18）。ヒスイ製

丁字頭勾玉は主に古墳時代前期に盛行する器種であり，古墳時代後期には生産もされていないた

め，新宮古墳のものは伝世品と考えられる。

　関連して，福山市の迫山第１号古墳や三次市の田戸古墳では，ガラス製小玉に加えて，ガラス

製管玉が出土している（19）。ガラス製管玉は主に弥生時代に流通した玉類であり，古墳時代におい

ては生産されていないことから，これらも伝世品であると考えられる。新たな材質・器種に限ら

ず伝世品も含めた組合せが見られることは，後期の副葬傾向の一様相と言えよう。

　また，後期になると奈良県などでは広範囲に普及するとされる金属製玉類であるが，広島県に

おいては後期に入っても金属製玉類の出土は３例にとどまる。後期になってもなおガラス小玉と

石製玉類を中心とする組合せが踏襲されている点も，地方における玉類副葬の一様相を示してい

るのではないだろうか。

　このように玉類に多様性があるなか，副葬される玉類の材質に着目すると，安芸地域では基本

的に２～３種類の玉類で構成されるのに対し，備後地域では３～５種類で構成される傾向にある

ことがわかる。特に備後北部では，４～５種類の玉類が副葬される事例が散見され，当該期の副

葬傾向のひとつの地域的特徴とも言える。

　この状況に関して詳細を述べると，ガラス玉と碧玉製玉類は，中期から引き続き県全域に副葬

される傾向が見受けられる一方で，瑪瑙製勾玉と水晶製切子玉，土製玉類については，特に備後

北部の三次市と庄原市で偏在的に出土している傾向がある。とりわけ瑪瑙製勾玉と水晶製勾玉に

関しては，備後北部よりも数は少ないものの，安芸北部に位置する安芸高田市でも一定数出土し
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ていることから，玉類の生産地であった出雲地域（島根県東部）と近接していることが何らかの

関連性をもっているものと考えられる。

　最後に，玉類の副葬状況についても述べておきたい。ともに備後北部の庄原市の出土事例であ

るが，金田第２号古墳では，鉄刀や馬具などとともにガラス製小玉や碧玉製勾玉・管玉，瑪瑙製

勾玉，水晶製勾玉・切子玉・丸玉，土製丸玉，埋木製棗玉といった多様な材質・器種の玉類が副

葬されていた（20）。これほど多様な玉類が副葬される事例は県内でも珍しく，特異な出土例である。

さらに，これらの玉類は共伴遺物である耳環２点の間に挟まれるようなかたちで，それぞれの器

種が交互になって出土した状況から，首飾りとして副葬された様子が想定できる事例である。

　庄原市東城町の犬塚第１号古墳でも，鉄剣や耳環，指輪などの副葬品とともに金田第２号古墳

に類似した組合せの玉類が出土した。この古墳では，石室の奥壁付近でガラス製小玉，碧玉製勾玉・

管玉，瑪瑙製勾玉，水晶製切子玉が須恵器の坏蓋に入れられた状態で出土している。石室内床面

でも玉類が出土しているが，床面で検出された玉類は小型の勾玉や細身で小型の管玉が中心であ

るのに対して，坏蓋内に入れられていた玉類は粗製で大型の勾玉や太身の管玉，さらに床面出土

の玉類には見られない切子玉も含んだ組合せであることから，坏蓋に入れる行為は通常の副葬と

は異なる意味をもっていると推定される。報告書では，追葬時に片付けられたと考えるよりも地

鎮など特別な意味をもって供献されたと考える方が妥当であるとの見解が示されている（21）。

　このように後期古墳では，10 ｍ前後の規模の古墳に２～５種類の材質で作られた玉類が副葬さ

れる傾向があり，地域によってその組合せに差異がある。鉄刀や鉄剣など武器類をはじめとする

豊富な副葬品を持つ古墳には，複数の材質・器種で構成される玉類が副葬される傾向が県全域で

窺えるが，特定の材質・器種の玉類により階層性が示されるような傾向は見出せない。

６　おわりに

　以上，広島県内の古墳から出土した玉類を時期ごとに整理するとともに，そこから浮かび上がっ

た玉類副葬傾向を述べてきた。古墳時代前期から後期にかけて通観してみると，多様な玉類が副

葬されているなかでも，時期によって副葬傾向に地域的偏在が見られるなど，一部ではあるが広

島県の玉類副葬の様相が明らかとなった。

　広島県における玉研究は，集成表の完成によりその第一歩を踏み出したばかりである。本稿に

おいても，既往の集成を再整理のうえ，そこから見えた出土傾向を提示するにとどまり，考察を

加えるまで至らなかった。今後，様々な視点から詳細な検討を加えることで，玉類から見た古墳

時代の広島県の様相がより具体的に浮かび上がってくるだろう。
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第１表　広島県における前期古墳出土玉類一覧
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第２表　広島県における中期古墳出土玉類一覧
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第３表　広島県における後期古墳出土玉類一覧
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